[bookmark: _Hlk137559736]【別記様式第５－１号】

令和５年度養殖業体質強化緊急総合対策事業のうち国産飼料原料転換対策事業終了後実績報告書
事業者の方で文書番号を設けてなければ削除

番	　号
　年　月　日

一般社団法人マリノフォーラム２１グループで申請の場合は代表機関名を記載

　代表理事会長　廣野 淳 殿

住　　　　　　　　所交付決定通知書の日付けと文書番号を記載

名称及び代表者の氏名	

[bookmark: _Hlk191239201]　令和６年〇月〇日付け（６МＦ第〇〇〇号-〇〇）で補助金の交付決定通知があった令和５年度養殖業体質強化緊急総合対策事業のうち国産飼料原料転換対策事業の終了後の実績について、令和５年度養殖業体質強化総合対策事業実施要領第１の６の（５）の規定に基づき報告します。
[bookmark: _Hlk191240900][bookmark: _Hlk191240901]令和７年度（令和７年４月１日～令和８年３月31日）の事業実績概要を簡潔に記載



記

１．事業実績の概要

該当分野の□にチェックを入れる

２．事業の期間
[bookmark: _Hlk191239244]　　令和７年４月１日から令和８年３月31日まで

３．成果目標と実績
（１）事業メニュー
☒①　養殖業者、魚粉製造業者、配合飼料製造業者、物流業者等が連携して取り組む国産飼料原料の供給・利用に向けた検討
☐②　国産マイワシ、加工残渣等を原料とした国産魚粉・魚油の増産や品質向上に必要な機器整備
☐③　国産魚粉代替原料を用いた飼料開発
☐④　国産飼料原料を利用した飼料の調査分析、養殖場における実証
※ 該当分野の□にﾁｪｯｸを入れること。

（２）成果目標
※　事業メニュー②「国産魚粉・魚油の増産や品質向上に必要な機器整備」を実施した場合は、アに記載すること。
※　事業メニュー③「国産魚粉代替原料を用いた飼料開発」を実施した場合は、イに記載すること。
※　事業メニュー④「国産飼料原料を利用した飼料の調査分析、養殖場における実証」を実施した場合は、ウに記載すること。

ア　「国産魚粉・魚油の増産や品質向上に必要な機器整備」
成果目標（Ａ）＝令和８年度における国産飼料原料の増産割合　　：　２０．０％
①過去３年（令和３年度～令和５年度）平均の国産飼料原料生産量：１，０００トン
②令和８年度（目標年度）の国産飼料原料生産量（見込）　　　　：１，２００トン
＊成果目標(Ａ)＝（②－①）/①×１００で計算（＝事業応募時の値を記載）

応募時に提出した計画書及び令和６年度末に提出した別記様式第４－１号に記載の成果目標と実績を記載



イ　「国産魚粉代替原料を用いた飼料開発」
	
	魚粉代替原料の使用割合
	養魚飼料原料としての魚粉等の使用量

	③過去３年（令和３年度～令和５年度）平均
	
· 10.0％　= b/(a+b)
	a.魚粉使用量　　  （9,000トン）　
b.魚粉代替原料使用量
（1,000トン）

	④令和８年度（目標年度）
	
· 40.0％　= d/(c+d)
	c.魚粉使用量　　　（6,000トン）　
d.魚粉代替原料使用量
（4,000トン）

	成果目標（Ｂ）＝魚粉代替原料の使用割合の増加率
（＝④/③＊100で計算（＝事業応募時の値を記載））
	　　
400.0％
	



ウ　「国産飼料原料を利用した飼料の調査分析、養殖場における実証」
成果目標（Ｃ）＝令和８年度における配合飼料原料のうち国産原料の占める割合の増加率　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：１２０．０％
⑤過去３年（令和３年度～令和５年度）平均の配合飼料原料のうち国産原料の占める割合
：　５０．０％
⑥令和８年度（目標年度）の配合飼料原料のうち国産原料の占める割合（見込）
：　６０．０％
＊成果目標(Ｃ)＝⑥/⑤×１００で計算（＝事業応募時の値を記載）

（３）実績
※　事業メニュー②「国産魚粉・魚油の増産や品質向上に必要な機器整備」を実施した場合は、アに記載すること。
※　事業メニュー③「国産魚粉代替原料を用いた飼料開発」を実施した場合は、イに記載すること。
※　事業メニュー④「国産飼料原料を利用した飼料の調査分析、養殖場における実証」を実施した場合は、ウに記載すること。令和８年度実績は無記入


ア　「国産魚粉・魚油の増産や品質向上に必要な機器整備」
	
	令和６年度
	令和７年度
	令和８年度

	⑦国産飼料原料生産量（実績）
　　　　　　　　　　　　　　　　 （トン）
	１，０５０
	１，１００
	

	（Ｂ）国産飼料原料の増産割合
　　（⑦－①）/①×１００　　　　（％）
	５．０
	１０．０
	

	（参考）成果目標達成率
　　（Ⅾ）/（Ａ）×１００　　　　（％）
	２５．０
	５０．０
	


　
令和７年４月１日～令和８年３月３１日の期間における実績を記載
令和６年度末に提出した別記様式第４－１号に記載の実績を記載





令和８年度実績は無記入



イ　「国産魚粉代替原料を用いた飼料開発」
	
	令和６年度
	令和７年度
	令和８年度

	⑧魚粉代替原料使用割合（実績）
　　　　　　　　　　　　　　　　 
	２０．０
	３０．０
	

	（Ｅ）魚粉代替原料使用割合増加率
　　（⑧－③）/③×１００　　　　（％）
	１００．０
	２００．０
	

	（参考）成果目標達成率
　　（Ｅ）/（Ｂ）×１００　　　　（％）
	２５．０
	５０．０
	



令和７年４月１日～令和８年３月３１日の期間における実績を記載

令和６年度末に提出した別記様式第４－１号に記載の実績を記載






令和８年度実績は無記入


ウ　「国産飼料原料を利用した飼料の調査分析、養殖場における実証」
	
	令和６年度
	令和７年度
	令和８年度

	⑨配合飼料原料のうち国産原料の占める割合（実績）　　　　　　　　　　　　　　（％）
	５２．０
	５５．０
	

	（Ｆ）配合飼料原料のうち国産原料の占める割合の増加率
　　　　⑨ / ⑤ ×１００　　　　　　（％）
	１０４．０
	１１０．０
	

	（参考）成果目標達成率
　　（Ｆ）/（Ⅽ）×１００　　　　（％）
	８６．７
	９１．７
	




令和７年４月１日～令和８年３月３１日の期間における実績を記載
令和６年度末に提出した別記様式第４－１号に記載の実績を記載


2

